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E. 報道 

[環境知能センサ網グループ] 

1. 日経テクノロジーオンラインニュース, 「２本の導線」がワイヤレス給電の送電器に、奈
良先端科技大に可能性を聞く,  2014 年 1 月 6 日 

 

[環境知能機構グループ] 

2. 奈良テレビ, ゆうドキッ！, 2010 年 5 月 31 日 

3. マイコミジャーナル, CEATEC JAPAN 2010で展示されたソフトウェア, 2010年 10月 10

日 

4. KCN 平城遷都 1300 年祭, 2010 年 10 月 10 日 

5. 奈良新聞, 先端大の技術に熱い視線集まる, 2010 年 10 月 11 日 

6. 朝日放送, おはよう朝日です 平城宮跡に先端ロボ?集結!, 2010 年 10 月 14 日 
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29 日 

27. 産経新聞（朝刊），なぜか現れた「せんとくん」も「えり」に興味津々，2010 年 9 月 29

日 

28. 奈良新聞（朝刊），しなやか天平人ロボット 先端大が開発，2010 年 9 月 29 日 
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29. MSN 産経ニュース，【チャイム】平城宮跡の人型ロボットを公開，2010 年 9 月 28 日 

30. YOMIURI ONLINE，案内なんと天平人ロボ・・・平城遷都祭 対話デキマス ２日から，
2010 年 9 月 29 日 

31. 日刊工業新聞 Business Line，奈良先端大，平城遷都１３００年祭で研究成果公開，2010

年 9 月 29 日 

32. 奈良新聞WEB，しなやかに天平人ロボット - 体験工房で会場案内／平城遷都1300年祭，
2010 年 9 月 29 日 
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F. 受賞 

[環境知能センサ網グループ] 

1. マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム野口賞 

受賞年月 2009 年 7 月 

受賞対象論文 洞井 晋一, 松浦 知史, 藤川 和利, 砂原 秀樹: “P2P ネットワークを利用し
たフォトペイントツール”, マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2009)シンポ
ジウム論文集, pp.1855-1862, July 2009. 

2. 情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 優秀発表賞 

  受賞年月 2010 年 3 月 

受賞対象論文 水谷  后宏 , 洞井  晋一 , 松浦  知史 , 藤川  和利 , 砂原  秀樹 : “An 

implementation of a framework for integrating churn managements among structured 

overlay networks”, 研究報告モバイルコンピューティングとユビキタス通信 , 

010-MBL-52(15), Jan. 2010.   

3. Best paper award of ICWMC2010 

受賞年月 2010 年 9 月 

受賞対象論文 Takao Hara, Hiroki Matsuda, kenta Kubo and Minoru Okada: 

“Performance improvement of interference canceller for carrier super-positioning by the 

nonlinearity compensation in satellite communications”, Proc. International Conf. on 

Wireless and Mobile Communications (ICWMC2010), Sep. 2010.  

4. 2012 年度コンピューター外科学会 講演論文賞 

受賞年月 2012 年 11 月 

受賞対象論文 小島 史嗣, 佐藤 寿彦, 高畑 裕美, 岡田 実, 杉浦 忠男, 大城 理, 伊達洋至, 

中村 達雄: “超小型 RFID タグを用いた手術用マーキングシステムの開発”, JJSCAS 2012, 

Vol.14, No.3, pp.316-317, Nov. 2012. 

5. The 2012 Best Paper Award on the ITC-CSCC2012 

受賞年月 2012 年 7 月 

受賞対象論文 Diego Javier Reinoso Chisaguano, and Minoru Okada: “Computational 

cost reduction of MIMO-OFDM with ESPAR antenna receiver using MMSE 

Sparse-SQRD detection”, Proc. The 27th International Technical Conf. on 

Circuit/Systems, Computers and Communications, July 2012.  

6. ICE-ID 2013, Best Paper Award 

受賞年月 2013 年 10 月 

受 賞 対 象 論 文  Tatsuya Kindani, Takeshi Higashino, and Minoru Okada: 

“Transportation of MIMO Radio Signals over RoF-Distributed Antenna System and Its 

Performance Analysis in the Presence of Incomplete Synchronization in Optical TDM”, 

Proc. 2013 IEEE International Conference on Electronics Technology and Industrial 

Development (ICE-ID 2013), Oct. 2013.  

7. The Best Paper Award on CSEE 2014 

受賞年月 2014 年 3 月 

受 賞 対 象 論 文  Takeshi Higashino, Minoru Okada, Takahiro Maeda, Satoshi 

Tsukamoto: “Position location using OFDM signal in LCX linear cell MIMO system”, 

Proc. 2014 International Conf. Circuits Systems and Electronics Engineering 

(CSEE2014), Mar. 2014.  

 

[環境知能機構グループ] 

8. 平成 21 年電気関係学会関西支部連合大会奨励賞 

受賞年月 2010 年 4 月 

受賞対象論文 伊吹 拓也, 佐藤 智和, 松下 康之, 横矢 直和: “視点位置に応じて変形する
三次元メッシュモデルを利用した自由視点画像生成における違和感の低減”, 電気関係学会
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関西支部連合大会講演論文集 , No.G14-4, Nov., 2009 

9. 第 4 回色彩情報シンポジウム 優秀発表賞 

受賞年月 2010 年 11 月 

受賞対象論文 三宅 正夫, 眞鍋 佳嗣, 浦西 友樹, 池田 聖, 千原 國宏: “視覚障がい者支援
のための衣類の色と模様の認識”, 第 4 回色彩情報シンポジウム論文集, pp.25-28, Nov. 

2010. 

10. マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO)シンポジウム 優秀論文賞 

受賞年月  2010 年 7 月 

受賞大賞論文  新井 イスマイル, 堀 磨伊也, 河合 紀彦, 安部 陽平, 市川 昌宏, 里中 祐
輔, 新田 竜規, 新田 知之, 藤井 陽光, 向井 政貴, 堀見 宗一郎, 牧田 孝嗣, 神原 誠之, 

西尾 信彦, 横矢 直和: "人が消える地下街パノラマビューアの開発", マルチメディア，分散，
協調とモバイル(DICOMO)シンポジウム論文集, July, 2010.  

11. 2010 年映像情報メディア学会冬季大会 学生優秀発表賞 

受賞年月  2011 年 8 月 

受賞対象論文 土屋 太二, 山澤 一誠, 横矢 直和:, "家電操作のための投影型リモコンシス
テムの検討", 映像情報メディア学会 2010 年冬季大会講演予稿集, No.3-12, Dec. 2010.  

12. 日本バーチャルリアリティ学会第 14 回論文賞 

受賞年月 2012 年 9 月 

受賞対象論文 大倉 史生, 神原 誠之, 横矢 直和: “無人飛行船からの空撮全方位動画像を
用いた蓄積再生型拡張テレプレゼンス”, 日本バーチャルリアリティ学会論文誌, Vol.16, 

No.2, June, 2011. 

13. 電子情報通信学会マルチメディア・仮想環境基礎研究会 MVE 賞 

受賞年月 2012 年 9 月 

受賞対象論文 大倉 史生, 神原 誠之, 横矢 直和: “無人飛行船に搭載された 2 台の全方位
カメラを用いた不可視領域のない全天球 HDR 画像の生成”, 電子情報通信学会 技術研究報
告, PRMU2011-171, Jan. 2012. 

 

[環境知能対話グループ] 

14. ICASSP 2010 Best Student Paper Award (1st Place) 

受賞年月 2010 年 3 月 

受賞対象論文 Hironori Doi, Keigo Nakamura, Tomoki Toda, Hiroshi Saruwatari, and 

Kiyohiro Shikano: “Statistical approach to enhancing esophageal speech based on 

Gaussian mixture models”, Proc. ICASSP 2010, pp.4250-4253, March 2010.  

15. 情報処理学会 第 81回音声言語情報処理研究会 第 196回自然言語処理研究会 学生奨励賞 

受賞年月 2010 年 5 月 

受賞対象論文 井手 厚, 東 藍, 松本 裕治: “Web フィルタリング処理時における表記揺れ
の動的解決”, 情報処理学会研究報告 第196回自然言語処理研究会, Vol.2010-NL-196, No.7, 

May 2010. 

16. The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on 

Semantic Mining in Biomedicine) 

受賞年月 2010 年 10 月 

受賞対象論文 Katsumasa Yoshikawa, Sebastian Riedel, Tsutomu Hirao, Masayuki 

Asahara, and Yuji Matsumoto: “Coreference based event-argument relation extraction 

on biomedical text”, Proc. 4th International Symposium on Semantic Mining in 

Biomedicine (SMBM 2010), pp.93-101, Oct. 2010. 

17. RT ミドルウェアコンテスト 2010 奨励賞(世界一軽い RT コンポーネント賞) 

受賞年月 2010 年 12 月 

受賞対象論文 桑原 潤一郎，竹村 憲太郎，末永 剛，高松 淳，小笠原 司: “移動ロボット
のネットワーク化と制御用 RT コンポーネント”，第 11 回計測自動制御学会システムインテ
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グレーション部門講演会(SI2010)，2B2-3, pp.1068-1069, Dec. 2010. 

18. RT ミドルウェアコンテスト 2010 奨励賞(NTT データを変える力を，ともに生み出す賞) 

受賞年月 2010 年 12 月 

受賞対象論文 桑原 潤一郎，竹村 憲太郎，末永 剛，高松 淳，小笠原 司: “移動ロボット
のネットワーク化と制御用 RT コンポーネント”，第 11 回計測自動制御学会システムインテ
グレーション部門講演会(SI2010)，2B2-3, pp.1068-1069, Dec. 2010. 

19. MIRU2010 ベストデモ賞 

受賞年月 2011 年 1 月 

受賞対象論文 天野 敏之，加藤 博一: “モデル予測制御を用いたプロジェクタカメラ系によ
るアピアランス制御”, 画像の認識・理解シンポジウム 2010 論文集, July 2010. 

20. 情報処理学会 第 86回音声言語情報処理研究会 第 201回自然言語処理研究会 学生奨励賞 

受賞年月 2011 年 5 月 

受賞対象論文 林部 祐太, 小町 守, 松本 裕治: “文脈情報と格構造の類似度を用いた日本
語文間述語項構造解析”, 情報処理学会研究報告 第 86 回音声言語情報処理研究会・第 201

回自然言語処理研究会, Vol.2011-NL-201, No.10, pp.1-8, 2011. 

21. 2010 年度人工知能学会論文賞 

受賞年月 2011 年 6 月 

受賞対象論文 Ai Azuma, and Yuji Matsumoto: “A generalization of forward-backward 

algorithm”, 人工知能学会論文誌, Vol.25, No.3, pp.494-503, April 2010. 

22. Best Poster Award of ICAT2011 

受賞年月 2011 年 11 月 

受賞対象論文 Igor de Souza Almeida, Jun Miyazaki, Goshiro Yamamoto, Makoto 

Fujisawa, Toshiyuki Amano, and Hirokazu Kato: “AR Based co-located Meeting Support 

System", Proc. 21st International Conf. on Artificial Reality and Telexistence, Nov. 2011. 

23. RT ミドルウェアコンテスト 2011 奨励賞（グローバルスタンダード賞）  

受賞年月 2011 年 12 月 

受賞対象論文 Gustavo Garcia, 築地原 里樹, 池田 篤俊, 山口 明彦, 高松 淳, 小笠原 

司: “RT Component for analyzing a motion script to implement a service using the 

Humanoid Robot HRP-4”, Proc. 12th SICE System Integration Division Annual Conf., 

Dec. 2011. 

24. Best Paper Award, XIV Symposium on Virtual and Augmented Reality（SVR2012） 

受賞年月 2012 年 5 月 

受賞対象論文 Marina Oikawa, Takafumi Taketomi, Goshiro Yamamoto, Makoto 

Fujisawa, Toshiyuki Amano, Jun Miyazaki, and Hirokazu Kato: “Local quadrics surface 

approximation for real-time tracking of textureless 3D rigid curved objects", Proc. XIV 

Symposium on Virtual and Augmented Reality, pp.246-253, May 2012 

25. 2013 年度情報処理学会山下記念研究賞 

受賞年月 2013 年 3 月 

受賞対象論文 林 克彦，渡辺 太郎，浅原 正幸，松本 裕治: “Split Head Automata による
依存構造解析”, 情報処理学会 研究報告 自然言語処理, Vol.2012-NL-206, No.4, pp.1-8, 

2012. 

26. 最優秀論文賞 (PhD セッション) 

受賞年月 2013 年 5 月 

受賞対象論文 欅 惇志，宮崎 純，波多野 賢治，山本 豪志朗，武富 貴史，加藤 博一: "

更新を考慮した XML 部分文書検索システムの精度の改善"，第 5 回データ工学と情報マネ
ジメントに関するフォーラム，2013． 

27. SIG-MR 賞 

受賞年月 2013 年 7 月 
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受賞対象論文 岡田 和也，武富 貴史，山本 豪志朗，浦西 友樹，宮崎 純，加藤 博一: “カ
メラズームによる内部パラメータの変化を考慮した拡張現実感のためのカメラ位置・姿勢推
定”，日本バーチャルリアリティ学会複合現実感研究会，2013． 

28. 2013 年度言語処理学会論文賞 

受賞年月 2014 年 3 月 

受賞対象論文 吉川 克正, 浅原 正幸, 松本 裕治: “Markov Logic による日本語述語項構造
解析”, 自然言語処理, Vol.20, No.2, pp.251-271, 2013. 
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G. 特許 

[環境知能センサ網グループ] 

該当なし 

  

[環境知能機構グループ] 

1．特願 2013-160834, 神原 誠之, 横矢 直和, 和田 誠示: ”再帰性反射シートの製造方法及び製
造装置”, Aug. 2013.  

 

[環境知能対話グループ] 

2. 特願 2011-137623，日永田 佑介，末永 剛，竹村 憲太郎，高松 淳，小笠原 司: “位置推定
装置，自己位置推定方法，自己位置推定プログラム，及び移動体”, June 2011. 

3. 特許 5447811，近藤 豊，竹村 憲太郎，高松 淳，小笠原 司: “経路計画生成装置および該方
法ならびにロボット制御装置およびロボットシステム”, Jan. 2014. 

 


